
公立保育園の定員削減案と今後の見通し 令和４年11月１日 子ども･子育て会議
資料№２ 健康こども部子育て支援課

２ 保育の利用定員(供給量)

公立保育園の利用定員削減案について、今後の見通しを踏まえて確認するもの。

区分・施設名 定員増減の要因

Ｒ４利用定員
(下段:10/1現在の児童数)

Ｒ５利用定員(見込み) Ｒ６利用定員(見込み)

在園
率

合計 2号 3号 合計 2号 3号 合計 2号 3号
0 1･2 0 1･2 0 1･2

公
立

大通り保育園
(R5～)
順次、定員削減

100％
138 98 40 3 37

123 91 32 0 32 117 85 32 0 32
138 98 40 1 39

二子保育園 96％
110 74 36 3 33

110 74 36 3 33 110 74 36 3 33
106 72 34 1 33

口内保育園 50％
50 27 23 5 18

50 27 23 5 18 50 27 23 5 18
25 19 6 0 6

南保育園 99％
70 47 23 3 20

70 47 23 3 20 70 47 23 3 20
69 48 21 1 20

江釣子保育園 99％
100 70 30 3 27

100 70 30 3 27 100 70 30 3 27
99 71 28 1 27

鳩岡崎保育園
(R5～)
順次、定員削減

97％
70 35 35 3 32

59 44 15 0 15 54 42 12 0 12
68 49 19 1 18

公立小計 94％
538 351 187 20 167

512 353 159 14 145 501 345 156 14 142
505 357 148 5 143

私
立

保育所
(R4:10施設、R5-:9施設)

(R5～)
立花保育園が認定こども園へ移行
→60人減
(R6～)
北上保育園が2号受入開始→18人
増

100％

916 495 421 91 330

856 465 391 88 303 874 525 349 77 272
915 482 433 92 341

幼保連携型認定こども園
(R4:6施設、R5-:7施設、
R6-:8施設)

(R5～)
･たちばなこども園が新設→60人
増
･横川目こども園が定員削減→25
人減
･専修大学北上幼稚園が定員削減
→8人減
(R6～)
岩手保健医療大学附属認定こども
園北上が新設→87人増

96％

583 362 221 27 194

610 375 235 27 208 697 420 277 33 244
562 350 212 27 185

小規模保育事業所
(20施設)

(R5～)
そらいろ保育園が定員削減→6人
減

97％
239 239 69 170

233 233 66 167 233 233 66 167
231 231 93 138

事業所内保育事業所
(1施設)

(R5～)
ひたかみ保育所が閉所→40人減

40％
40 40 15 25

16 16 4 12

私立小計 97％
1,778 857 921 202 719

1,699 840 859 181 678 1,804 945 859 176 683
1,724 832 892 216 676

合計 96％
2,316 1,208 1,108 222 886

2,211 1,193 1,018 195 823 2,305 1,290 1,015 190 825
2,229 1,189 1,040 221 819

前年より減少前年より増加
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１ 定員削減案
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３ 人口推計

Ｒ３実績

2号 3号

5歳 4歳 3歳 2歳 1歳 0歳

人口
①

737 690 645 646 564 542

児童数
(4/1)

405 402 394 429 412 129

1,201 970

2,171

R2実績
R3実績
①

R4見込み
②

R5見込み
③

R6見込み
④

0歳 539 542 542 553 564

1歳 644 564 550 558 570

2歳 642 646 572 567 575

3歳 685 645 655 589 584

4歳 726 690 654 675 607

5歳 728 737 700 674 695

合計 3964 3824 3673 3616 3595

ベースとなる要因

✓ R3～R4がコロナ禍による出生減

✓ R4～R6がコロナ禍終了による出生数立て直し＆立地企業による転入増

R3→R4 R4→R5→R6

０歳人口 同数で推移 前年比２％増

ｎ歳→ｎ＋１歳の
人口増加率

増加率101.4％(R2→R3と同率) 増加率103％

要因を踏まえて次のように仮定

人口推計

Ｒ４見込み

2号 3号

5歳 4歳 3歳 2歳 1歳 0歳

人口見込み
②

700 654 655 572 550 542

児童数
(4/1)

401 397 384 446 362 141

1,182 949

2,131

４ 利用児童数推計(需要量)

Ｒ５見込み

2号 3号

5歳 4歳 3歳 2歳 1歳 0歳

人口見込み
③

674 675 589 567 558 553

概算平均
利用率

60％ 60％ 60％ 70％ 70％ 25％

Ｒ６見込み

2号 3号

5歳 4歳 3歳 2歳 1歳 0歳

人口見込み
④

695 607 584 575 570 564

概算平均
利用率

60％ 60％ 60％ 70％ 70％ 25％

（R5･R6人口見込み）×（各年齢の概算平均利用率）で

R5･R6の児童数見込みを推計

５ 保育の供給量･需要量の比較と分析

Ｒ５見込み

合計 2号 3号
0歳 1･2歳

供給量
(利用定員)

2,211 1,193 1,018 195 823

需要量
(児童数)

2,088
(ａ)

1,162 926 138 788

供給－
需要

123 31 92 57 35

Ｒ６見込み

合計 2号 3号
0歳 1･2歳

供給量
(利用定員)

2,305 1,290 1,015 190 825

需要量
(児童数)

2,074
(ｂ)

1,131 943 141 802

供給－
需要

231 159 72 49 23

Ｒ４実績(4/1現在)

合計 2号 3号
0歳 1･2歳

供給量
(利用定員)

2,316 1,208 1,108 222 886

需要量
(児童数)

2,131 1,182 949 141 808

供給－
需要

185 26 159 81 78

分析結果

✓ Ｒ５は私立の閉所や定数削減で供給量が減り、需給バランスが均衡する。

→大通り、鳩岡崎の定員削減は、待機児童増加に影響を与えないと推測できる。

✓ Ｒ６の供給量は、Ｒ４と同数程度に抑えられる見込みである。

✓ 一方、需要量の減少が進むため、Ｒ６で供給過多が拡大する。

公立施設の定員に関する今後の方向性

・Ｒ５は今後に向けた調整的な定員削減が望ましい。

・Ｒ６以降、需要減少が進むと見込んだ場合、抜本

的な定員削減が必要となる。

・長期的な方向性は、今後精査の上、第３期子ど

も･子育て支援事業計画(計画期間Ｒ７～)で示す。

利用率 55％ 58.3％ 61.1％ 66.4％ 73％ 23.8％ 利用率 57.3％ 60.7％ 58.6％ 78％ 65.8％ 26％

児童数
見込み

404 405 353 397 391 138

1,162 926

2,088 (ａ)

児童数
見込み

417 364 350 403 399 141

1,131 943

2,074 (ｂ)


